
予測する使用量のデータ

5期先予測と実測値の比較フィルタと予測

状態空間モデル

1期先予測

フィルタ

トレンドモデルの状態空間表現より，カルマ
ンフィルタを利用して使用量の予測を行う．

トレンドモデル予測する使用量のデータには
明らかに増加のトレンドがある
ため，定常性を仮定する時系列
モデルをそのまま適用すること
はできない．

そのため，トレンドモデルの状
態空間を使って，カルマンフィル
タにより予測を行う．

カルマンフィルタ

アクセスパネルを用いた
調査の質評価に関する研究

バイアス1
偏りのある抽出

目標母集団

WEB調査の
対象範囲

アクセスパネル 調査母集団

バイアス2
サンプリング誤差

回答者

バイアス3・4
無回答誤差

調査モード誤差

アクセスパネルを用いた調査

ニーズの把握，
ブランド評価，

商品やサービスの評価，
商品やサービスの使用実態

などなど．．．

群1(z=1)：アクセスパネル（から）の集団
群2(z=0)：無作為抽出による標本集団

群1（処置群） 群2（対照群）

群1の結果変
数の値

アクセスパネルか
らの調査結果

欠測

群2の結果変
数の値

欠測
無作為抽出集団か
らの調査結果

共変量

違いを生んでいる共変量を見つけ
る

１．傾向スコアをロジスティック回帰モデルで推定

２．IPW推定量で結果変数を調整

アクセスパネルを用いた調査が従来調
査の代替となる可能性を示す．

目的

評価

３．因果効果の計算

群2

群1
共変量の分
布が異なる

→「傾向スコ
ア」を用いて
二群の分布を
共通にする

KeyGraphを利用したソーシャルネットワークの解析

遠隔操作ウイルス犯罪予告事件のKeyGraphによる解析

エヴァンゲリオンQの感想の傾向ををKeyGraphによって解析

KeyGraphとは、文章を解析し、キーワード抽出によってそこから文章の構成
を判別するアルゴリズム。

各単語の出現頻度、互いのつながりを計算し、解析した文章の中から重要
な単語を見つけ出し、ネットワーク図によって視覚化する。

グラフの読み方
水色のノードと実線でつながれている
単語が解析した文章において、よく出て
くる典型的な文章のつながり。

そこから点線でつながれている部分は、
そのような典型的な文章が現れたとき
に、その文章からその単語へ話題が発
展するという可能性を図示している。

特に赤色のノードは水色ノードからの話

題の発展性が高く、注目すべき単語で
ある。

本研究ではKeyGraphにより、Twitterのようなマイクロブログを解析する。
KeyGraphでのマイクロブログの解析はまだ前例が無く、またKeyGraphには時

間経過の概念が無く、KeyGraphに時間による解析の機能を付加し、マイクロ
ブログにおける時間経過による話題の発展性を観測したい。

面談随時：アポイントメントはメールにて ( mailto:watalu@inf.uec.ac.jp )

学生部屋の訪問歓迎：月・火・水の午後は誰かが構ってくれます

直接は観測できないものの予測 直接は調査できないものの調査

ネットのつぶやきからの予測 ジェスチャーでデータマイニング

山本研究室 西５号館６階

統計学を応用する研究室

・見えないものを見通せるようにする

・未来を予測する

・ノイズの多い中から機微を捉える

今年度の卒業研究テーマ：

初心者歓迎

経験不問


